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背景：『長崎・五島地域の課題と特性』

○「長崎ＥＶ・ＰＨＶタウン構想」
長崎県位置図

対馬

○ 長崎ＥＶ ＰＨＶタウン構想」

国から第一次選定された８都府県のＥＶ・ＰＨＶ

タウンのうち、京都以西で唯一の選定。
※平成22年12月に第二次選定で10府県が追加．

○離島の活性化

県面積 ４割を占める離島における人 減

・ 長崎市も位置するいわゆる本土地区と、
五島列島（五島市・新上五島町）、
壱岐及び対馬の三大離島からなる。

県面積の４割を占める離島における人口減

少問題の解決には、産業・雇用創出が必要。

○世界遺産登録への取組み

「長崎の教会群とキリスト教関連遺産」

は平成１９年１月に暫定リスト登録済

・ 人 口： １,４２６,５９４人

・ 世 帯 数： ５５８,４３９世帯

・ 面 積： ４ １０５ ０５ｋ㎡

壱岐

は平成１９年１月に暫定リスト登録済。

本登録に向け環境先進地をアピール。

○ＥＶ導入による電力需要増

離島における電力需要増は必ずしも石油

消費の削減には直結しない。

面 積： ４,１０５.０５ｋ㎡

・ 車保有台数： ８８９,６２３台

※ 海岸線延長は ４ １９６ｋｍで 全国の１２％

九州

五島と本土を結ぶ全長５３ｋｍの日本一長い

電力海底ケーブル（九州電力）

消費の削減には直結しない。 ※ 海岸線延長は、４,１９６ｋｍで、全国の１２％
を占めており、 北方領土を除くと全国１位。

九州

新上五島町

五島列島

人 口： ６２,６９７人
世 帯 数： ２７,９９２世帯

長崎県

N

長崎市

新上五島町
世 帯 数 , 世帯
面 積： ６３４.７８ｋ㎡
車保有台数： ３９,００３台
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本土五島

長崎市

２０ｋｍ五島市

＜プロジェクト目標＞

長崎EV&ITS(エビッツ)プロジェクトとは／プロジェクトの経過（1）

長崎ＥＶ＆ＩＴＳコンソーシアム（長崎ＥＶ＆ＩＴＳプロジェクトを推進するため、産学官で組織した協議会）
の議論を踏まえた「ＥＶと観光ＩＴＳの配備・運用」や「エネルギーシステムとＥＶに係るモデル実証」など
の実施と、当プロジェクトを契機とした地元企業や大学の連携を促進することにより「長崎発世界標
準」や「長崎発地域型ビジネスモデル」を創造する。

※ＥＶ＝電気自動車、ＩＴＳ＝高度道路交通システム

☆ ＥＶと観光ＩＴＳの配備・運用☆ ＥＶと観光ＩＴＳの配備・運用

◎ 平成２１年度にスタート
◎ 平成２３年度までに、ＩＴＳ車載器搭載の電気自動車、充電設備（急速・普通）、ならびＩＴＳスポットを整備

◆五島地区のレンタカー等に、ＩＴＳ車載器を設置した１４０台のＥＶ・ＰＨＶが導入。
夏季は６０～８０％の稼働率だが、その他は２５％～３０％で稼働

◆急速充電器：１４箇所２７基が設置済（２００）。今年度も普通充電器を含め、引続き拡充予定。

◆ＩＴＳスポット：ＩＰ系１２基（インターネット接続）、非ＩＰ系８基（新ＶＩＣＳ仕様に基づくＰＵＳＨ配信）
ＩＰ接続では、観光情報、イベント情報、航空機・フェリー情報等を提供
非ＩＰ接続では、充電施設案内、観光施設情報を走行中に提供
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◎ 現在、さらなるコンテンツサービスの充実に向けて、観光情報プラットフォームの整備を進めている。

電気自動車への転換は単にガソリン自動車からの脱却のみならず エネルギ および情報も含めたネットワ ク

プロジェクトの経過（４） ～Ｅ-モビリティによる社会システム変革像の目標形成

電気自動車への転換は単にガソリン自動車からの脱却のみならず，エネルギーおよび情報も含めたネットワーク
全体の次世代化を同時に考える必要がある．すなわち，次世代社会のインフラのあり方を見直す好機である．

ITSセンター 地域データセンター
EMSｾﾝﾀ

ITSセンタ 地域デ タセンタ

再生可能エネルギー

EMSｾﾝﾀｰ

ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ
ｽﾏｰﾄﾌｫﾝ

情報

ネットワーク

ITS
車載器

ﾏｲｸﾛ
ｸﾞﾘｯﾄﾞ

発電所

変電所E-モビリティ 電池

ｲﾝﾀ ﾈｯﾄ

電気
モータ 電池

車載器
ＩＴＳスポット 発電所

E リティ

地域交通 充電設備
ｽﾏｰﾄﾊｳｽ ｽﾏｰﾄﾋﾞﾙ地域交通 充電設備

エネルギーネットワークモビリティネットワーク

ガソリン

従来型
カーナビ

ガソリン自動車
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エンジン
ガソリン
タンク

環境にやさしく，地域の魅力を最大限に活かした観光サービスを，ＥＶとＩＴＳの組合せによって実現を目指す．

プロジェクトの経過（５） ～未来型ドライブ観光のサービス実現に向けて整備中～

環境にやさしく，地域の魅力を最大限に活かした観光サ ビスを，ＥＶとＩＴＳの組合せによって実現を目指す．

離島観光においては，情報が少なく来島への障壁が多い課題に対し，地元発の情報をカーナビとその他のメディアで
一貫して行うことで，効率よく快適な観光案内サービスを実現する．
また，本システムは常に更新され，新たなサービスを加えて進化し続けることで，リピーター化も促進される．

事前に作ったプランが
カーナビに入る！

プランに沿った充電器案
内でストレス無し！

公共交通情報にもリンクで
帰りの便も心配無用．
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観光施設の
紹介もバッチリ．

未来型ドライブ観光の目指すサービス ① 4つの重要な視点

観光行動は4つに分類される。これらに合致するサービス展開が重要

Motivation Visit Impression Revisit動機 訪問 感動 再訪Motivation Visit Impression Revisit

観光客が観光地に行
こうという動機を持

観光地までの交通手
段を選択し、実際に

観光地で、実際に見
て、触れて、景観・

観光地での体験を通
じ、再訪する、また動機付け 気付き・発見・喜び 動機付けこうという動機を持

つまでの行動。
段を選択し、実際に
アクセスし、観光地
を回遊する行動。

て、触れて、景観
町並みなどを感じる
行動。

じ、再訪する、また
は訪れたいと感じる
段階。

動機付け 気付き 発見 喜び
を促す を促す を促す

動機付け

来訪者に魅力ある情報が届けら
れる仕組み

観光情報プラ トフ ム

移動中にリアルタイムに情報提
供される仕組み

ＩＴＳ車載器

口コミや評価を吸収しリ
ピータや評判を獲得する
仕組み

･観光情報プラットフォーム

（DB、Webサイト等）

･ＩＴＳ車載器

･モバイル機器

仕組み

･観光情報プラットフォー
ム（DB、Webサイト等）
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未来型ドライブ観光の目指すサービス ② こういったことを想定して・・・

近くの充電スポットは？

ドライブ観光システム

おすすめの観光ルート

近くの充電スポットは？

EV

おすすめの観光 ト
を教えて！

お腹空いた！
多様な要求
に応じられる
ナビゲーション

＋

お腹空 た！
どこか美味しい店ない？

この近くに絶景ポイントこの近くに絶景ポイント
があるらしいよ！

そろそろ船が出る時間

ITSサービス

そろそろ船が出る時間
が近いよ！

この先、道狭し．．．
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この先、道狭し．．．
気をつけて!!

未来型ドライブ観光の目指すサービス ③ サービス全体像

「実現を目指す サ ビス から来訪者向けサ ビスとして“サ ビスリクワイ メント”を作成「実現を目指す26のサービス」から来訪者向けサービスとして“サービスリクワイアメント”を作成

未来型ドライブ観光サービス全体像
事前に旅行計画
⇒カ ナビへＤＬ

五島観光Ｗｅｂサービス
①観光情報提供 ②ＭｙＰｌａｎ設定支援

出発前（自宅）

旅行計画・情報収集 観光情報
プラットフォーム

センターサーバ
⇒カーナビへＤＬ

ＩＴＳナビサービス
①旅行プラン設定支援（初期登録／チュートリアル）

②ＭｙＰｌａｎサービス（設定支援／ＭｙＰｌａｎダウンロード）

来訪（五島へ）
＜発信者向＞
①ｺﾝﾃﾝﾂ入力更新
（ｽﾎﾟｯﾄ･ﾙｰﾄ･ｲﾍﾞﾝﾄ）

②受入支援
（評価内容閲覧）

ＥＶレンタル

ＥＶ初体験
をサポート

③チュートリアル ④詳細な地図情報

⑤ＩＴＳナビ-メインサービス
【チャンネルプラン提供（ご当地の旅行を楽しむ充実情報）】
Ａ）ルートプラン情報提供（音声案内）
Ｂ） カルスポ ト情報提供（到着地手前で音声案内）

＜管理者向＞
①旅行行動分析支援
（ログ管理）

②ｺﾝﾃﾝﾂ管理
③ｼｽﾃﾑ管理

ドライブ中

地元発ならでは
の情報が充実

Ｂ）ローカルスポット情報提供（到着地手前で音声案内）

⑥ＩＴＳナビ-サブサービス
Ａ）充電案内サービス（充電設備誘導、充電残量警告支援）
Ｂ）タイムキーパーサービス（旅行行程のモニタリング支援）
Ｃ）公共交通運行情報連動（運航遅延情報の提供）

③ｼｽﾃﾑ管理

＜評価者向＞
①来訪者評価分析支援

充電設備

観光・訪問先

安全・安心
サービス

Ｃ）公共交通運行情報連動（運航遅延情報の提供）
Ｄ）立ち寄りコンシュルジュサービス（旅の気づき・発見を提案）

ＩＴＳナビ＆ケータイ連動サービス
①さるくサービス（クルマを降りてからの案内）

後（自 ）

充電設備
情報提供システム

①充電施設満空情報
②充電器状態管理

ＤＳＲＣ

その他将来
・予約サービス

車→歩きへ
シームレスに
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五島観光Ｗｅｂサービス
①コンテンツ評価（来訪者評価、第三者評価）

帰宅後（自宅）

再訪･リピータ喚起

ＤＳＲＣ
情報制御システム

①情報伝送管理
（ｉｎ／ｏｕｔ）

・多言語化対応
・決済機能など

フィードバックを重視
グローバル化も視野

未来型ドライブ観光の目指すサービス ④ できることから実現・推進

特に実現性 必要性がともに高いサ ビスとして議論されてきた「観光情報サ ビス 「安全安心情報特に実現性・必要性がともに高いサービスとして議論されてきた「観光情報サービス」「安全安心情報
サービス」「予約・決済サービス」「プローブデータ取得」について、実現性の難易度（技術面・運用面・費
用面等）を考慮した段階的な実現目標を整理し、検討を行っている。

①短期実現 ②比較的短期に実現 ③中長期的に実現

･IＰ系サービスを用いた
コンテンツ配信（観光ｽﾎﾟｯﾄ･
充電施設等）

･非IP系サービスによる
簡易図形・音声情報の配信

観光情報 ･複数施設の
ルート案内

（ 情報を活用

安全安心
情報

充電施設等）
・スポット情報の目的地設定

簡易図形 音声情報の配信
（同左）

（POIX情報を活用
したルート案内）

･IP系サービスを用いた安心
安全情報の案内

･非IP系サービスを用いた安全
安心情報の案内

（充電残量）

情報 ・安全情報の案内
（事故多発箇所･通行規制等）

･EVの充電残量低下時の
アナウンス (CAN接続の活用）

安心情報の案内
（簡易図形･ 音声情報の配信（同左）)

･ EVの充電残量低下時のｱﾅｳﾝｽ
と充電施設案内（充電設備への誘導）アナウンス (CAN接続の活用） と充電施設案内（充電設備 の誘導）

決済 ･IP系サービスを用いた予約
サービス（ｲﾍﾞﾝﾄ等地元ﾆｰｽﾞに
応じて整備）

･IP系ｻｰﾋﾞｽを用いた
予約・決済ｻｰﾋﾞｽ
(買い物等の決済)

･EMV決済の実現
（全国的な技術開発
動向を踏まえて導入）応じて整備） (買い物等の決済) 動向を踏まえて導入）

プローブ ･ｵﾌﾗｲﾝ下でのﾌﾟﾛｰﾌﾞﾃﾞｰﾀの
蓄積と分析及び利用
（観光振興・安全対策等へ

･非IP系ｻｰﾋﾞｽからのﾌﾟﾛｰﾌﾞ
ﾃﾞｰﾀの収集と蓄積･分析

･ｵﾝﾗｲﾝﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞによるﾚﾝﾀｶｰ

･ﾘｱﾙﾀｲﾑｵﾝﾗｲﾝ化
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3

（観光振興・安全対策等へ
のﾃﾞｰﾀ活用(立寄率や高利
用頻度路線など)）

ｵﾝﾗｲﾝﾓﾆﾀﾘﾝｸ によるﾚﾝﾀｶ
の安全管理

進捗を紹介

未来型ドライブ観光の目指すサービス ⑤ ナビへの地域情報提供を担うＩＴＳスポット

・ＩＰ通信、非ＩＰ通信に対応したＩＴＳ車載器ナビを活用し、ＩＴＳスポット下で情報を獲得

⇒ＥＴＣと同じ通信技術を用いて、自動車のドライバーを対象に多様な情報
サービスを受けられる通信エリア
⇒走行中の双方向通信が可能で、主に自動車専用道に整備（約１６００）
⇒ＳＡＰＡや道の駅にも整備（約５０）

提供方法 特性 コンテンツ例

五島エリア＝『全国初で地域が主体となって整備したエリア』

提供方法 特性 コンテンツ例

IP ・インターネット通信により、多くの情報量の配信に適し

ている

・ITSスポット下に停車した状態でナビを操作し、情報の

・Webコンテンツ（お勧め

コース、スポット、エリア紹

介、EV紹介、MyPlanの取

閲覧を行う 得など）

非IP ・VICSフォーマット等を活用したプッシュ型の情報配信

が行える。

ITSスポット下を通過時に情報を取得し カ ナビ画

・施設案内、交通安全情

報、時事に即した情報(災

害情報等）・ITSスポット下を通過時に情報を取得し、カーナビ画

面に表示。

・データの蓄積が可能で、任意の座標で配信が可能

・提供情報量には制限がある

害情報等）
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カーナビ（ＩＴＳ車載器）での活用をスタート
今夏のＷｅｂ、ケイタイ、スマートフォンでのコンテンツの活用に向け整備を推進中

観光情報プラットフォームの構築 （１） 受入側と来訪者双方の利益をもたらすツール

・観光支援を『情報活用』の観点から推進

Information PlatformLocal information 
R i t ti th l(attractive, realtime) Registration the plan 
for themselves

Pa ment Good MemoriesPayment
Log

Good Memories
Souvenir

Smooth & attractive tour

Rebuild the plan
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観光ルート・スポットや地域の魅力ある情報や、交通安全等の有益な情報を、
簡易かつ容易に収集・管理できるようにWeb上に構築する仕組み

観光情報プラットフォームの構築 （２） 収集・管理・提供をサポート

・観光支援を『情報活用』の観点から推進

情報収集 情報管理 情報提供 情報利用情報収集 情報管理 情報提供

誰
が

地元受入者 （地元企業） （地元企業） ナビ事業者

情報利用

観光客・来訪者

既存ｻｰﾋﾞｽ提供者

情報ｻｰﾋﾞｽ事業者プラットフォーム管理者 情報ｻｰﾋﾞｽ事業者

（その他企業）

ど
の

何
を

魅力あるコンテンツ・素材を提供
コンテンツ・素材を配信する受け皿を提供

コンテンツ・素材を集約管理する場を提供
観光客や利用者へのサービスを提供

手入力で 他Webと接続して 様々なI/Fに対応するDBを構築して 様々なI/Fに対応するDBを構築して

（サービスに対し対価を提供）

の
よ
う
に

Webｻｰﾋﾞｽ(PC)
出発前
や

旅行中
や

帰宅時に

入力
Ｉ／Ｆ

（Web）

入力
Ｉ／Ｆ

（ｼｽﾃﾑ）
共

Webｻｰﾋﾞｽ(ｹｰﾀｲ)
共

長崎県
DB

ITS車載器

カーナビ

ITS車載器

カーナビ

ITS車載器

カーナビ

ITS車載器

カーナビDSRC
ｻ ﾋﾞｽ

帰宅時に

入力
Ｉ／Ｆ

（ｵﾍﾟﾚｰ
ﾃｨﾝｸ

通

I/F
クルマ向ポータルｻｰﾋﾞｽ

・・・
旅行中
(クルマ

移動中)に

通

I/F
地域情報
・地元発信情報
・旬の情報
・観光情報
・交通情報
・道路情報

対
価初期コンテンツ

は制作・構築 ｻｰﾋ ｽ

ﾃﾞｼﾞﾀﾙｻｲﾈｰｼなどﾞ

ﾞｻｰﾋﾞｽ）

・・・

)

来訪先で観光情報
プラットフォーム

など
は制作 構築

の必要
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提供者の工夫次第で様々な媒体で自由に活用できるよう、
共通のデータベース定義を定めることに力点を置き、仕組みを構築した



観光情報の配信① ＩＰ通信によるナビでの情報サービス

・ＩＴＳスポット下でＷｅｂブラウザを閲覧 ＞ 利用者が任意の情報を取得できるサービス

サイトの概要 充電施設の案内

観光スポット情報 五島エリアの紹介
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観光スポット情報 五島エリアの紹介

観光情報の配信② ＩＰ通信によるナビでの情報サービス

・ＩＴＳスポット下でＷｅｂブラウザを閲覧 ＞ 利用者が任意の情報を取得できるサービス

観光スポット情報（選択） おすすめルート案内（選択）

インタ ネットへのリンク 操作方法の紹介（ＤＶＤ）

19

インターネットへのリンク 操作方法の紹介（ＤＶＤ）

観光情報の配信③ 非ＩＰ通信による配信

港や道 駅に設置された Ｓ ポ ト 次 目的地方面 情報を取得 蓄積・港や道の駅に設置されたＩＴＳスポットで、次の目的地方面の情報を取得・蓄積
＞ ＞観光客が方面を通過する際に、適切な場所で走行中に情報を提供

観光情報
プラットフォーム 中央処理装置PC、携帯、スマ

ホ等から入力

道の駅遣唐使ふるさと館ＩＴＳスポット（非IP） 1枚提供可
ルートＡ（北）

広域検索情報目的詳細

ＩＴＳスポット（非IP）
福江港ターミナ
ルにて、４画面
の情報を受信

1枚提供可

福江港ターミナル

荒川温泉

ルートＢ（中央）

ルートＣ（南）

広域検索情報目的詳細

ＩＴＳ

1枚提供可

玉之浦カントリーパーク

広域検索情報目的詳細

ＩＴＳ
スポット

（非IP）

♪この先、玉
の浦に、ITSス
ポ ッ ト と 急 速
充電器があり
ます♪
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観光情報の配信④ インターネット等マルチデバイスでの配信

観光情報プラ トフ ムの情報を使 て Ｗ ｂや携帯 ス トフ ンで情報を配信・観光情報プラットフォームの情報を使って、Ｗｅｂや携帯、スマートフォンで情報を配信

観光客の観光行動（出発前・来訪時・充電中・
帰宅時等）に合わせて 各シ に適したデ イ帰宅時等）に合わせて、各シーンに適したデバイ
スで情報提供し、ＭｙＰｌａｎ機能で旅行計画や行
程等の情報を連動させる

③レンタカーでITSスポット
へ。IP系接続により観光情
報を閲覧

①地元・地域は
観光情報ＰＦに
情報入力

②来訪者は出発前
に来訪先をMyPlan
登録

道の駅遣唐使ふるさと
館は、長崎県初の離島の
「道の駅」です。五島列島
は、自然に恵まれ、また
教会 寺社をはじめとする

道の駅 遣唐使ふるさと館

④ナビにMyPlan

報を閲覧。

観光スポット

情報入力 登録

広域検索情報目的詳細

教会、寺社をはじめとする
多くの歴史遺産が残って
おり、たくさんの観光客の
方が訪れています。

ここへ行く

④ナビにMyPlan
をダウンロードし
目的地設定

ＩＴＳスポット⑤ナビの案内に

⑥スポットを観光

周遊中・充電中
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ポッ

（ＩＰ系）

観光情報

プラットフォーム

⑤ナビの案内に
て観光スポットに
向かう

周遊中 充電中
は他メディアも活
用（携帯・スマート
フォン等）

安全・安心してドライブ観光を楽しめるサービス① 交通安全情報

既存の地域の持 交通安全の ンテンツをナビに配信 （今後実施）・既存の地域の持つ交通安全のコンテンツをナビに配信 （今後実施）

②IP系接続により、事故
多発地点情報を閲覧多発地点情報を閲覧。

新上五島町安全運転マップ

③事故多発③事故多発
地点を注意し
て走行

①観光情報

広域検索情報目的詳細

事故多発地点

①観光情報ＰＦ
に事故多発マ
ップを登録

ＩＴＳスポット

（ＩＰ系）観光情報

プラットフォーム
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プラットフォーム

交通安全情報サービスと充電残量警告/施設案内サービス

電池残量が気になる電気自動車の不安を解消するサ ビス・電池残量が気になる電気自動車の不安を解消するサービス

 現在は警告後、最寄りの充電施設・緊急連絡先を案内

①車両情報から充電残量が①車両情報から充電残量が
少なくなったら警告

ポーン♪

充電施設
充電残量警告

30％

充電残量警告

30％

ポ ン♪
充電残量が少
なくなりまし
た。充電して
ください。

広域検索情報目的詳細

②ナビやマップ等を頼りに
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電欠を起こさず、安心してドライブできる環境
将来的に残量警告と同時に周辺施設を案内する機能を整えていく方向

②ナビやマップ等を頼りに
最寄りの充電施設に移動し充電



予約・決済サービス（検討中） 地域と観光客とをつなぐ新たなコミュニケーションツール

観光情報プ ト に登録されたそ ト情報に対し 機能・観光情報プラットフォームに登録されたその日のイベント情報に対して、ＭｙＰｌａｎ機能で
ユーザ情報との紐付けを行い、当日の体験イベントの予約等を可能とする

②IP系接続により、観光情報プ

ラットフォーム上の観光情報を
閲覧。

①地元は、

観光情報ＰＦ
にイベント情

新たな発見！感動！

体験施設
観光情報ＰＦで
提供される

閲覧。
にイベント情
報を入力 本日15：00より、五

島有川うどんの里に
て、うどんつくり体験
が催されます。費用
は○○○○円です。
参加の予約をします
か？

イベント情報

③体験・参加した
イベント情報

広域検索情報目的詳細

か？

予約 いいえい予約を押す

ＩＴＳスポット
④ナビの案内に

⑤施設側にはメ
ール等の手段で ＩＴＳスポット

（ＩＰ系）
観光情報

プラットフォーム

④
て観光スポットに
向かう

ル等の手段で
予約をお知らせ
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現在はプラットフォームの整備とともに検討中の段階
決済機能の付与については地域通貨等のサービスも含め

プローブデータの活用

Ｓ車載器 プリ ク機能を活 し Ｓ ポ トを通過す 際に 車両 プ ブ・ＩＴＳ車載器のアップリンク機能を活用し、ＩＴＳスポットを通過する際に、車両のプローブ
データ（走行履歴等）を収集することで、レンタカーの利用状況（利用者の走行履歴や滞在
時間の把握）が把握でき、安全管理や観光振興計画、サービスの向上に繋げる分析等の基
礎データとして活用可能

アップリンク

ケテ ング の活用（利用や通過頻度等の把握）アップリンク ・マーケティングへの活用（利用や通過頻度等の把握）
・充電施設の待ち時間のあるお客様へのサービスの提案
・エコ診断サービス など

レンタカー店

アップリンク

ITSスポットで通過した際のアップリンクデ
ータをレンタカー店に情報提供

走行状況を把握
安全管理に活用

＋
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プローブ収集サーバ（仮称） ①で実現できることも
よりリアルタイムな把握・分析が可能！

＋

運用ルールと体制① 対応が容易なコンテンツの入力管理ツールの作成と対応

地域情報の発信者（ 地元）がル ルに則り容易で簡潔に入力管理できることが重要・地域情報の発信者（＝地元）がルールに則り容易で簡潔に入力管理できることが重要

自動化できるコンテンツとオペレータ確保のための
自立的な運営モデル（ビジネスモデル）をＷＧやＷＳで議論している

基本情報 情報収集提供のルール・運用体制を確立旬の情報

自立的な運営モデル（ビジネスモデル）をＷＧやＷＳで議論している

会

既存の観光協会等
のコンテンツ

管理者

観光協会のコンテンツ

データ

商工会自治体 交通事業者

定義書のフォームに則り入力

観光情報ＰＦ

データ
コンバータ

管理者
承認

運行情報は既
存のコンテン
ツからの自動
取得も可能

カーナビ 携帯電話・スマホＰＣ ﾃﾞｼﾞﾀﾙｻｲﾈｰｼﾞ等

管理者
承認
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運用ルールと体制② 当面の運用モデル

当面の運用モデル（コンソーシアムの実施主体が主たる運用者）

◆ システムの運用

利用者

地 企業

対価

サービス
・情報

◆ システムの運用
観光情報プラットフォーム・・・長崎県

◆ コンテンツ・サービスの運用

観
光
情
報

地元団体

地元企業
・情報

スポット：公共施設→市町（協議会）
：観光施設→観光協会（協議会）

：文化施設→市町（協議会）
：飲 食 店→商工会報

Ｐ
Ｆ
・
運
用

地元自治体

実施主体

補助金等

：飲 食 店→商工会
：宿泊施設→民間企業
：イベント→観光協会
：運行情報→交通事業者用

者
事業費

実施主体
（長崎県） ルートコンテンツ・・・・・・コンソ

ＩＴＳナビサブサービス・・・コンソ

◆ コンテンツ・サービス運用に対する役割、掛かるコｚスト、収集更新する情報、
運用方法について検討し、関係者との合意を形成

◆ 観光情報ＰＦ自体を認知してもらう方策の検討
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運用ルールと体制③ 自立的な運用の確立に向けて

観光情報プラットフォームに付加価値を見出していく方向で検討中

観光情報ＰＦ自立的な運営のために掛か
るコストを回収

五島に限らず、ＰＦを全県
へ展開

協議会運営に係わるサービ
ス・ビジネスモデル

ＰＦのより一層の活用に係
わる対策

（検討案）
・受益者負担型モデル
広告収入

（検討案）
・複数メディア・ツールへの活用による認知度向上
複数場所 展開（ ナシ プや交通結節点等）・広告収入

・協賛金・補助金
・充電器の使用料徴収
・季節別変動の平準化による収入確保
ＰＦ経由予約等 手数料収入

・複数場所への展開（アンテナショップや交通結節点等）
・利用促進施策の推進①

＝キャラクター開発
＝ノベルティ開発

優待割引等民間 ボ・ＰＦ経由予約等の手数料収入
など

＝優待割引等民間コラボ
・利用促進施策の推進②

＝イベントの企画
＝別のイベントでのＰＲ

（観光イ ント等 の便乗による相乗効果）
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（観光イベント等への便乗による相乗効果）

ＥＶ社会を支える次世代地域社会ネットワーク

長崎エビッツは 従来の都市集中型から 地域分散型への転換も考えた社会システム変革を提案する長崎エビッツは，従来の都市集中型から，地域分散型への転換も考えた社会システム変革を提案する．
地域の情報を地域住民自らが最新かつ詳細に保ち運用する仕組みと，地域の再生可能エネルギーの地産地消
による利用拡大を進める仕組み，さらにＥＶ導入を契機にした地域交通全体の見直しにより，地域発の次世代
社会モデルの提案となっている．
この実現のためには 各要素を垂直統合型から水平分散型へ転換することが重要であり そのためには世界的この実現のためには，各要素を垂直統合型から水平分散型へ転換することが重要であり，そのためには世界的
な標準化が必要である．
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